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したが､ 結局､ サルコジ Nicolas Sarkozyが大統






はなかった｡ しかし､ 流産に終わりはしたが､ 欧
州連合新条約締結に向けての欧州外交推進､ 憲法









学院 IEP de Paris卒､ 51歳のアンリ・ゲノ Henri




















































ジャン・ムーラン､ ゾラ､ ユゴー､ クレマンソー､
ポンピドゥーらの名を挙げ､ サルコジ自身の思い
描くフランス Ma France は､ 例えば聖ルイとカ
ルノとの､ パスカルとヴォルテールとの綜合
synthèseであるとする｡










となる』 では､ 過去25年来 (すなわちミッテラン､
シラク大統領期) の ｢宿命論､ 断念､ あきらめ｣
の政治との断絶 ruptureを強調した｡
旧套墨守を排し､ 革新と創造とによって完璧な








｢私のフランス Ma France｣ は開放的で､ 人を快
く迎える国民なのであって､ 人権の祖国フランス
を愛し､ フランス語を話せ､ 書け､ 共和国の価値
体系と法とを尊重する移民・外国人は受け入れる





















候補､ その際､ サルコジも支持) を挙げた｡
今日のフランスを築いた人びととしては､ マン




































倒的多数｡ 哲学者３名､ 文学者２名であって､ 政






















ブッシュ (イラク侵攻を ｢十字軍｣ に譬え) や小





























ロンドンの 『オペラ座の怪人 (The Phantom of
the Opera)』 について書く｡
『オペラ座の怪人』 は､ もともとは､ フランス
の作家､ ガストン・ルルーが書いたホラー小説で
ある｡ しかし､ ミュージカル版の 『オペラ座の怪




ル｡ 1986年にロンドンの Her Majesty’s Theatreで
開幕して以来､ 同じ劇場で2008年の今日まで約22
年もの間上演され続けている｡ また日本では1988
年から劇団四季が翻訳版を上演している｡
筆者にとって､ この作品の魅力は３つ｡ まず､
巨大なシャンデリアをはじめとする当時のオペラ
20
ミュージカルへのお誘い
― 『オペラ座の怪人』 編―
経営学部
太田 幸治
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